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イリ-バルハシ流域の水文循環に及ぼす人間活動の影響評価
Numerical evaluation of human impacts on hydrological cycle of Ili-Balkhash basin
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イリーバルハシ湖流域は、中国とカザフスタンにまたがる河川であり、バルハシ湖が流入先となる内陸河川が形成する
流域となっている。流入量の重要な部分は天山山脈を起源とし、流域内の標高差および降水量分布の違いは大きい。特
に流域の中流から下流へかけて降水量は急激に減少し、半乾燥・乾燥地帯となる。この流域の伝統的な生業は遊牧と農
業の複合であったが、ソ連時代にダム建設による電源開発および大規模な農業開発が進行した。あわせて温暖化の影響
により氷河融解に伴う河川流出量の増加が発生している可能性が指摘されている。本研究は、こういった人間活動が水
文循環に及ぼす影響を評価することを目的とするものである。そのために、バルハシ湖の水位変動を再現可能な水文モ
デルを構築することを通して人間活動の影響を評価した。その結果、カプチャガイダムの水面からの蒸発および下流域
の農地への灌漑が双方に水循環に顕著な影響を及ぼしていることが示された。他方、氷河融解の影響は顕著にはみられ
ないことが示唆された。
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